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まえがき

本研究は､科学研究費補助金(課題番号15560379)により平成15年度から16年度の2年

間にわたり､奈良先端科学技術大学院大学において実施されたものである｡

本研究の目的は､多変量解析の新しい手法である独立成分分析(ICA)を制御系の同定や

設計に導入することにある｡動的システムのICAでは現在､周波数領域法が主流となってい

るが､制御工学では時間領域における処理ができればさらに望ましい｡そこで､特に対象を

ベクトルARモデルに限定すれば､離散時間信号を時系列に展開し拡大状態空間表現するこ

とによって入出力関係を固定要素つきの代数方程式で記述でき､見通しよくICAを適用で

きる､というのが本研究の基本構想である｡

まず､この構想をアルゴリズムとして完成し､未知入カシステム同定手法として提案した｡

この手法の有効性を理論解析とシミュレ-ションによって検証し､国内での口頭発表､国際

会議報告､学会誌の論文によって成果発表を行った｡

さらに､この手法の応用として変化検出と未知外乱除去という2種類の問題-の適用を

検討した｡変化検出については柔軟構造体による実験装置を作成し､仮想的な故障(変化)

の下でのデ-タを取得し提案手法を適用したところ､有効性を確認できた｡この結果は国内

学会と国際会議で発表し､既に学会誌-も投稿中である｡また外乱除去については､シミュ

レ-ションによって有効性を検証し､国内学会および国際会議で発表した｡現在､学会誌-

の投稿を準備中である｡ただし､当初の計画にあった振動抑制実験についてはリアルタイム

性に課題が残されているため､現在も研究を進めている｡

以上のように､動的なICAを固定要素つき代数方程式に帰着させる本研究の手法は予想以

上の成功をおさめたので､これをさらに発展させて実用化することを現在､検討している｡

さらに､これらの研究を通じてシステム同定の重要性を認識した結果､劣化因子を用いた未

知システムの閉ル-プ同定手法を着想するに至った｡また､制御系設計の観点からは過渡応

答を考慮したロバスト制御としてH∞制御による領域極配置法を提案した｡今の所､これ

らはICAと直接の関連はないものの､今後は適用実験などを通じて動的なICAや未知シス

テムの能動制振に結びつけることを計画している｡

以上の成果は後述の｢研究発表｣の項に掲げる論文としてまとめられた｡本報告書は､そ

れらをもとに再構成したものである｡
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